
2020年3月期期末決算の状況
社 外 秘

＜総括＞

日本郵便（連結）の営業収益は前年同期比1,213億円減の3兆8,393億円、営業利益は
29億円減の1,790億円、当期純利益は394億円減の871億円と、減収減益。

事業別でみると、

…「郵便・物流事業」 営業収益は、ゆうパケットの数量増と単価見直しによる荷物分野の
増収のほか、一時的な郵便物等の差出増の影響もあり、増収。コストコントロールの取組
等による営業費用の減少により、増益。

…「金融窓口事業」 営業収益は、かんぽ商品について、2019年7月から積極的な提案を控
えたこと及び2020年1月から行政処分に伴い募集を停止したことによる保険手数料の減
少や、一部事業の絞込み等に伴う物販事業の減収などにより、減収。営業費用も人件費
をはじめ減少したものの、減益。

…「国際物流事業」 豪州経済の低成長が続く中、新型コロナウイルス感染拡大に伴う取扱
量の減少や2020年1月に発生したトール社への標的型サイバー攻撃の影響を受け、また
費用面でも人件費などの固定費負担が重く、 営業損益（EBIT）は赤字で着地。

③資料

注： 「ゆうパック」には、ゆうパケットを含みます。

【取扱数量の推移】

（郵便・物流事業）

【収益構造の推移】

（金融窓口事業）

（ 億円、下段括弧内は百万豪ドル）

※ 本資料は報道発表資料に合わせて「日本郵便連結」での決算数値を記載しています。
「日本郵便連結」とは日本郵便株式会社を親会社として、連結対象の子会社等の
成績も含めた連結決算です。
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